
海外安全対策情報第３四半期 

 

１．社会・治安情勢 

（１）リオデジャネイロ州全域でけん銃や小銃、手榴弾等を使用した殺人、強盗

等の凶悪事件が引き続き多発している。 

２００８年以降、積極的なＵＰＰ（州軍警察平和構築部隊）の設置などに

より改善しつつあったリオの治安は、２０１３年頃より伯経済の低迷などを

背景として、再び悪化の一途を辿っており、２０１６年に入ってからは、リ

オ州の財政破綻によって警察当局が治安対策のために必要な人的・物的対策

を十分に整備することが困難となったこともあり、オリンピック・パラリン

ピックが終了した一昨年後半から急激に体感治安が悪化している。 

（２）依然として貧困層の少年らによる「アハスタオン（地引き網）」と呼ばれ

る集団強盗事件が市内中心部や海岸、幹線道路沿いで発生しており、治安当

局もこれらの取締りを強化しているが、健全育成の方針を主眼とした少年法

の影響により、逮捕した被疑少年の多くがすぐに釈放されてしまうなど、警

察による取締りが治安改善に直結していない現状にある。 

（３）現在、リオデジャネイロ市内及びその周辺に約１，０００か所存在すると

いわれるファベーラ(スラム街)を中心に敵対する麻薬密売組織間における抗

争が激化するとともに、ＵＰＰをはじめとした治安当局と麻薬密売組織間に

おける銃撃戦が頻発しており、流れ弾による一般市民の被害が後を絶たない。 

   さらに、幹線道路等においては、積荷を積載した車両を襲撃し、車両ごと

強取する手口などによる積荷強盗が多発しており、喫緊の課題となっている。 

（４）これら課題に対処するため、連邦政府による国家治安計画に基づき、昨年

７月２８日から２０１８年末までの間を目処として、総計１０，２４０名か

ら成る国軍兵士や国家治安軍、連邦道路警察官等がリオ州内へ投入され、薬

物銃器・積荷強盗対策に従事しており、一定の成果は見られるものの、その

根絶には至らない状況にある。 

（５）リオ州政府としても、連邦政府からの援助を得た上、治安を担当する公安

局が中心となり、治安回復に取り組んではいるものの、州の財政難による新

規採用警察官の見送りや装備・資器材の故障、殉職・離職警察官の増加、組

織的な汚職警察官の摘発等により警察力が低下する一方、凶悪犯罪は増加し

ており、犯罪の増加に歯止めを掛けられない状況にある。 

（６）また、長引く不況を背景として、リオ市内におけるホームレスの数も数年

前と比較して激増しており、麻薬中毒者が町中を俳諧するなど、こうした状

況が体感治安の悪化に拍車を掛けている一つの要因とも言える。 

 

２．一般犯罪・凶悪犯罪の傾向 

（１）リオ州公安局統計院（ISP）によれば、２０１７年１月から１０月までの間



のリオ州内における殺人事件発生件数は、４，４２９件で、前年同期と比べ

て３１２件（７．６％）増加している。また、強盗事件発生件数は、１９万

３，３２１件で，前年同期と比べて２万３，９１９件（１４．１％）増加し

ており、特に車両・携帯電話強盗の増加が著しい。 

（２）麻薬密売組織抗争を背景に、ファベーラ周辺の治安が急激に悪化しており、

注意が必要である。 

 

３．リオ州犯罪発生状況 ２０１７年１０月（前年同月比増減数）  

                 リオ州                  リオ市 

殺人              ４７９（＋１４）       １４４（＋４４） 

  強姦               ５０３（＋９１）          １３７（＋９） 

  商業施設強盗       ６２４（－２１）         ２８７（＋４２） 

  住居侵入強盗        １０４（－６）            ３９（－５） 

  車両強盗        ４，２６６（＋８５）     ２，０３１（＋２５２） 

  路上強盗         ７，４５９（－１４９８）   ３，７４８（－２８１） 

交通機関内強盗   １，２０１（－３２５）       ６８７（－１３３） 

  携帯電話強盗     ２，２４８（＋３０１）      １，２２７（＋２１３） 

  強盗総数       １９，４５１（－７７４）   １０，１２８（＋６０４） 

  窃盗総数       １３，０３７（－６６６）    ７，５９６（－２３４） 

  認知件数    ６８，００４（－２２６７）  ３３，０２８（－２６０） 

 

４．リオ市南部犯罪発生状況 ２０１７年１０月（前年同月比増減数） 

【フラメンゴ・ボタフォゴ地区】 

殺人          ２（＋２） 

  商業施設強盗     ２７（＋８） 

住居侵入強盗      ３（＋２） 

  車両強盗       １８（＋８）   

 路上強盗      １１０（－４）   

  交通機関内強盗    １６（－２） 

  携帯電話強盗     ３７（±０）  

  強盗総数      ２５３（＋１８） 

  窃盗総数      ４６８（－１７） 

  認知件数    １，３５７（－１５４） 

 

 【コパカバーナ地区】 

殺人          ２（＋２） 

  商業施設強盗     １５（＋５） 

住居侵入強盗      ２（＋１） 



  車両強盗        ２（－２） 

 路上強盗       ６９（±０） 

  交通機関内強盗     ６（±０） 

  携帯電話強盗     ２０（＋４）   

  強盗総数      １５８（＋９）  

  窃盗総数      ５５６（－６４） 

  認知件数    １，２４２（－９５） 

 

 【イパネマ・レブロン地区】 

殺人          ５（＋４） 

  商業施設強盗      ６（±０） 

住居侵入強盗      ２（±０） 

  車両強盗        ８（＋５） 

 路上強盗       ５２（－２２） 

  交通機関内強盗     ５（－１０） 

  携帯電話強盗     １４（－２）   

  強盗総数      １０６（－４０）  

  窃盗総数      ３３１（－１３０） 

  認知件数    １，１２０（－１７１）  

 

５．一般事件等（邦人の安全に係るものを抜粋） 

（１）リオ市『ホシーニャ・スラム街』でスペイン人観光客の死亡事件が発生 

１０月２３日（月）午前１０時３０分頃、リオ市南部『ホシーニャ・スラ

ム街（ Rocinha）』のラルゴ・ドス・ボイアデイロス広場(Largo dos Boiadeiros）

において、リオ州軍警察の検問を突破した（停車しなかった）車両が警察か

らの銃撃を受け、同車に乗車中のスペイン人観光客１名（女性・６７歳）が

死亡した。同車（フィアット）には、ガイドのほか、イタリア人１名、スペ

イン人３名が乗車していた。 

（２）リオ州軍警察がスキミング被疑者を逮捕 

   １１月２４日（金）午後、リオ州軍警察が、リオ市南部コパカバーナ地区

のＡＴＭ機１５台にスキマー（クレジットカードやキャッシュカードのデー

タを抜き取る機器）を設置したとして、被疑者１名（男性）を逮捕した。 

男は、コパカバーナ地区のノッサ・セニョーラ・デ・コパカバーナ大通り

やアトランチカ大通り沿いのＡＴＭ機にスキマーを設置していたとのことで

ある。 

（３）ロジェリオ・アベリーノ・ダ・シルバ（通称ロジェリオ１５７）の逮捕 

１２月６日（水）早朝、リオ市北部『アララ・スラム街（Comunidade do Arará）』

において、薬物銃器密売等により指名手配中のロジェリオ１５７（リオ市南



部ホシーニャ・スラム街を牛耳る麻薬密売組織の元首魁）がリオ州文民警察

の捜査員によって逮捕された。 

 

６．邦人被害 

（１）コパカバーナ地区で邦人男性旅行者の窃盗被害（置き引き）が発生 

   １０月２９日（日）午前９時３０分頃、リオ市南部コパカバーナ海岸沿い

の売店（Quiosque）において、邦人男性旅行者１名が、所携のリュックサッ

クを同店の椅子に置いた上、店員と話をしようと同リュックサックから目を

離したところ、同リュックサックを窃取された。 

（２）リオ市南部カテチ地区で邦人女性の窃盗（ひったくり）被害が発生 

１１月２９日（水）午後８時３０分頃、リオ市南部カテチ地区ラルゴ・ド・

マシャード駅前において、邦人女性１名が、友人と待ち合わせ、友人と合流

後、携帯電話を手にしていたところ、いきなり大柄な黒人男性（２０代、黒

髪長髪（巻髪）、半袖・短パン着用）が眼前に現れ、同女が右手に把持してい

た携帯電話を奪い取り、窃取した。 

 

７．テロ・爆弾事件発生状況 

 事件の発生は認知していない。 

 

８．誘拐・恐喝事件発生状況 

 邦人被害は認知していない。 

 ２０１７年１月から１０月までの間、リオ州内で短時間誘拐８０件（１０月

中５件）、恐喝１，２２９件（１０月中１１６件）が発生しており、いずれも

高い水準で推移している。 

 


